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本論では、大江健三郎の文学の「狂気」と「救済」とい
う二つの主題をめぐって検討する。大江が小説家としてデビューした一九五七年から、小説執筆に終止符を宣言した「しめくくりの小説」である三部作『燃えあがる緑の木』が刊行された一九九五年にかけての作品及びエッセイ 対象にして論ずる。本論では、四章に分け、、第一章と第二章は「狂気」の主題、そして第三章と第四章は「救済」の主題について考察する。
「狂気」と「救済」という主題については次のように考
えられる。初期から中期にかけての大江文学には、監禁死、暴力、病的な感覚などのイメージを通して「狂気」の主題を見ることができる。それ 対 、中期から後期 か
けでは、祈り、癒し、再生といった言葉が大江のエッセイや作品の中で繰 返されるようにな 。つまり、「救済」の主題が目立つようになったのである 本論では、自己救済のイメージが主題となっている「個人的な体験』(一九六四)を除く、初期から七
0
年代にかけて発表され
た作品を、「狂気」を主題として論じ、一方、八
0
年代か
ら九
0
年代にかけでの作品を「救済」を中心に取り上げて
考察する。
第一章では〈時代の狂気〉について、戦争時代の狂気と
核時代の狂気の二つに分けて考える
D
戦争の終わりの時期
を時代背景にし 『芽むしり仔撃ち』を中心に、全体を通して、「人殺しの時代、狂気の時代 、という死のイメージを代表した時代の描写、「大人」 権力に抑圧された「子供」の絶望的な世界、「監禁されている状態、閉ざされた壁の中に生きる状態」 中にいる「子供 世界 果たす
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重要性を読み取ることが出来る。また、時代認識において「子供」の視点を置くことで、時代の狂気がより強く反映されている。そして、大江が感じ取ったもうひとつの時代の狂気とは、
核である。大江が核問題に関わるようになったのは 広島の原爆を調査するための広島訪問の際の体験がきっかけだった。人間の絶滅をもたらす核兵器に抵抗し ければならないという大江の反核・非核の精神をエッセイや小説の中に見ることが き
D
大江は広島の原爆・被爆を実感を
持って知り、「広島」の問題を普遍的な「ヒロシマ」の問題として考え 世界の 々に訴える口
第二章では、大江作品の人物のさまざまな〈心の病〉を
取り上げ、精神病理学を踏まえて論じ 。大江 作品では、目の負傷や視力の乏しい人物がしばしば描かれ そして、『鳥』、「共同生活』、「空の怪物アグイ
l
』という一連の作
品では、いずれも主人公が幻影の世界を作り出し次に、『万延元年のフットボール』にお て、時間意識の視点から兄弟の主人公の内部 世界を考察する。最後に、狂気の問題がもっとも具体化された短編集『われらの狂気を生き延びる道を教えよ』の中で 「狂気の血」などの狂気の諸相を考える口
第三章では、〈個人の救済〉を論じる。自己救済は障害
のある大江の息子とも深く関わる 題である。大江にと
て障害者の問題から逃げずに受け止めることは正統的な人間であることにつながる。自己欺臓やエゴイズムにとらわれず、正面から困難を乗り越えることこそが、自己救済であると捉えている白大江にとって 救済とは、知的障害者の息子が再生し、自立できることである。そして 作中に描かれている、成長して自立した障害者のイメージが大江自身の自己救済に り得る である。
第四章では、〈人類の救済〉を主題にした作品である三
部作『燃えあがる緑の木』を論ず 。宗教的、神話的な済のイメージ、樹木 再生力 祈 の力などが結びつけられている。大 文学 「救済」には、人類はこの核時代をどのように生き延びるかという課題が根底にあると考えれる。作者の、人類の救済を託した希望 読み取る とができると同時に、人類の終末に対する作者の恐怖感を感じざるを得ない。
このように、大江文学では、「狂気」は内外に存在する
人間の根源的な問題として扱われ、一つの の対象であると思われる。そして、さまざまな「狂気」や苦しみ死などを人間はどう乗り越えるか あるいはどう生き延びるかが大江文学の問いかけになっ いるのであ 。
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大江健三郎論
本論文は、大江健三郎の出発期からノーベル文学賞受賞
に至るまでの約四
0
年間の作品群を、そこに表現された
「狂気」と「救済」というこつの主題をめぐって分析し、「狂気」の主題の発展と「救済」の主題の発展をそれぞれ二つずつの章に分けて、計四章として論じたものである
D
全体の構成は、目次・凡例・序・本論(全四章)・終
章・引用絵画写真、という体裁を取っている。全体の分量は、四
OO
字詰め原稿用紙に換算すると、約四四
O
枚に当
た る 。
まず序「『狂気』と『救済』を じるにあたって」では、
大江健三郎における狂気と救済の主題が、自己の狂気から核時代の世界全体の狂気の叙述へ、自己の救済から他者や世界の救済の叙述へと、つねに展開していくことに注目し、そこから大江文学の 像を導き出せるのではないか、という問題提起が行なわれてい 。
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本論では、第一章「時代の病!戦争時代から核時代へ」
で、『芽むしり仔撃ち』『ヒロシマ・ノ
l
ト』などを軸に、
初期の時代的な「狂気」の表現を取り上げ、第二章「心の病
J
内的な狂気」では、『万延元年のフットボール』『われ
らの狂気を生き延びる道を教えよ などを中心として、内的な「狂気」の問題を論じている。また第三章「個人的な救済」では、『個人的な体験』「新しい人よ眼ざめよ』などを軸に個人の救済の問題を取り上げ、第四章コ二部作『燃えあがる緑の木』論|人類救済の物語の完結」では、他者や世界の 問題を論じている。
終章では、「狂気」と「救済」という二人の主題の関連
性と、それら 主題を通じて見たと の大江文学の意味を論じ、全体のまとめとしている。
以下に本論各章の内容と評価について述べる。第一章「時代の病|戦争時代から核時代へ」では、大江
の初期の代表作である小説とルポルタージュを軸として、戦争や冷戦という時代的な状況が、人を「狂気」に陥れることを論じている
D
第一節「『芽むしり仔撃ち』 「人殺しの時代、狂気
の時代』をめぐっ 」では、戦争末期の四国の山村を舞台にした初期の小説群を分析して、そこにある洪水 イメ
l
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ジや死のイメージを抽出し、また大人と子供の加害・被害の状況を検討している。そ て戦争が大人たちを「狂気」に追い込んでいった時代状況と、その作品化の方法について論じている。また中期・後期の作品ではよく取り上げられるウィリアム・ブレ クの詩との影響関係が、すでに初期作品に見られることを指摘している。
第二節「核時代の狂気
l
「ヒロシマ・ノ
l
ト」を中心
に」では、大江が広島の原水爆禁止世界大会や被爆者を収容する病院の取材を続けるうちに、原爆 もたらす悲惨さを実感し、大国が核兵器を保有し、核戦争がいつ起こるかもしれないという現状を時代の「狂気」ととらえ く過程を詳しく分析している口またこの体験がのちの大江作品にどう反映して かを見ている。
この第一章は、大江のその後の長い作品系譜を論じてい
く上での起点をなす論であるが、作者の想像による小説と、現実を叙述するルポルタージュの両側から照明を当てていく方法は巧みである。内容的な検討もよく行なわれてい 。
第二章「心の病|内的な狂気」では、その後の大江の作
品群を、幻想的、時間的、日常的という三つ レベルから検討し、それらに描き出された「狂気」の様相を、精神病理学の概念 援用しながら分析している。
第一節「幻視者の系列|『鳥』・『共同生活』・「空 怪物
アグイ
l
』」では、自問的な空間の中で、現実にはいない
鳥を見たり、猿と一緒に生活している妄想にとらわれたり、自分が餓死させた障害をもっ赤ん坊の巨大なイメージを見たりする「幻視者」たちを扱った作品群を取り上げて、その幻想の内容や関係意識を、精神病理学的な観点、特 統一失調症の病例を参照しながら分析する。そしてここには「救済」へ 願望があることを指摘している。第二節「『万延元年のフットボール』論|蜜三郎と鷹四
の時間意識について」では、この小説の二人の主人公である根所蜜三郎と根所鷹四 兄弟のもつ「狂気」の質が異なることに注目し、両者の歴史意識・時間 について分析してい 。そして蜜三郎 意識にはメランコリー的なポスト・フエストゥム(過去志向)、鷹四の意識には統一失調症的なアンテ・フェストゥム(未来志向)の兆候があるとする。そしてこの対比が、他の大江作品のキャラクター作りにおいても繰り返し出現することを述べ、そ 的な「狂気」の描出方法を解明している。第三節「『われらの狂気を生き延びる道を教えよ』論|
狂気の諸相と未来の可能性へ」では、大江が六
0
年代の短
編群を集めて一冊の本にした時に、こ タイトルを けた心情を考察している。こ 短編群には、ブレイクやオ
1
デ
ンの詩や自作の詩など、韻文の引用が多いの 特徴だが、論者はそこに、大江が「狂気」 問題を、詩的な ベルに
昇華させることによって、整理しようと試みたことを指摘している。これがその後の作品において「癒し」や「救い」の問題が大きなテ
l
マになっていくための、作家の準備で
あったと見るのである。
この第二章は、大江作品に描かれる「狂気」の内容を分
析して、その意味づけを行なっている章であるが、その「狂気」に内在する「救済」への願望が、その後の作品のテl
マ的な発展と結びついていることを立証している点で
は、ユニークで説得力があると評価することが き 。
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第三章「個人的な救済」では、障害児の出生と成長をめ
ぐるさまざまな作品の中で、つねに自己 「救済」の問題が作家によって検討され、それが二
O
年を費やして完結し
ていく状況を、作品に沿って詳しく検討している。
第一節「『個人的な体験』論|自己救済をめぐって」で
は、大江を襲った現実的なアクシデントである障害児 誕生と、それを起点とする想像力の展開について分析る。そして、小説『個人的な体験」に表現される二種類の「救済」に注目する
D
一つは主人公「烏」が障害児の赤
ん坊を育てることを拒否して女性に性的救済を求めて失敗し、育てる決意をすることで自己救済を成就する、という内面の救済であり、もう一つは、結末で 赤ん坊の手術が成功して正常な発育をするようになる いう、小説 枠組
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みによる救済である。この二種類の「救済」によって作品には明るいイメージが与えられ、「可能性」の問題が顕在化する。これがその後の作品における人類の の問題につながっていく、と見る である。
第二節「『新しい人よ眼ざめよ』
l
自己救済の物語の完
結」では、『個人的な体験』のキャラクターだった障害をもっ男児「イ
l
ヨ
l
」が二
O
歳を迎え、天使のような人物
に成長した『新しい人よ眼ざめよ』について論じている。作品に描かれる実生活 おいては、「イ
1
ヨ
1
」は知的障
害と身体障害の両方をもつため、介護を必要とする人物であるが、これが作品中では、イェ
l
ツやブレイクのイメー
ジを借りた「新しい人 として表現されて る。これを論者は『個人的な 験」に始まり『洪水はわが魂に及び』「ピンチラシナ
l
調書』などで書き続けられてきた、さまざま
な「自己救済の物語」の完結であると解釈し る。
この第三章は、前章までで検討した「狂気」のテ
l
マ が
「救済」のテ
l
マへと移行していく状況を、まず個人的な
自己の「救済」の問題に焦点を置いて考察したものであり、次の結論に至る経過がよく説明されて る。先行文献 処理も的確である。
第四章「三部作「燃えあがる緑の木』論
l
人類救済の物
語の完結」では、「はじめに」という序 か ちで、大江
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自身が最後の作品と呼ぴ(実際にはこの後にまた新しい三部作を書いているが)、ノーベル文学賞受賞の翌年に完結した『燃えあがる緑の木」三部作の全体像を解読し、人類全体の救済という宗教的な問題提起によって、救済のテーマが完結していったことを述べている。
第一節「「救い主』の新しいギ
l
兄さんの物語」では、
この三部作におい 、すでに「懐かしい年への手紙』の中で死んでいたはず 「ギ
l
兄さん」という青年が、この土
地に帰ってきた別の青年に乗り移るかたちで、「新しいギ
l
兄さん」として復活することの意味を分析している。
なぜこうした「死」と「再生」と うテ
l
マを用いたかに
ついては、「新しい人」のイメージにつながるものとしブレイクの詩からの影響を見ている。物語的な定型としてはイエスの復活の物語を踏まえ ものであり、復活・再来の神話的意味も検討されている。そしてそれを、人類の「救済」の物語が用意されていくための設定として見ている 。
アンドロジナス
第二節「『両性具有者』としてのサッチャンの物語」で
は、この物語 語り手であり、「ギ
1
兄さん」の福音の記
録者でもあるサッチャンという人物が、両性具有者として描かれている はなぜか、という問題を考察して る。サッチャンは男女両方の性器をもっていて 女性との性行為では射精し、男性との性行為では女性性器によっ 快感
を得る。外見も、たくましい男の筋肉と美しい女の顔と乳房をもっ完全な両性具有者である。論者は、この人物が造形された理由を、「ギ
l
兄さん」を迫害や暴力から守るた
めの男性像と、彼 性的に癒しその子供を産むための女性像、というこの物語での必要性から解釈するだけでなく、「 ギ
1
兄さん」を霊化するための超越的な存在として、男
性性と女性性の合体、対立する両極の合体が必要であったと指摘している。
第三節「「燃えあがる緑の木』の教会物語」では、「ギ
l
兄さん」の信仰が結実した教会の性格について述べている。森の中のこの教会は、神も教義もない一種 空洞であるが、ここで人々は自由に祈り、自然や死者 とも 生きることができる。こ ような、宗教という名の組織をもたな 信仰の場は、「燃える木」と「緑の木」という対立概念 合体による、統一と調和をあらわすユートピアであり、「救済」を象徴するトポスであるとする。大江健三郎が理想とする世界のモデルを示すのが であり、そこにはスピノザの影響が見られると論者 指摘している
D
この第四章は、三部作に共通する「救済」の観念につい
て分析している。三部作のそれぞれが、死 生、男性と女性、炎と緑、といった両極にある概念が合一されていく物語であり、それらの統一と調和 果てにある祈 いう行為が、個人や人類の救済をもたらすという、ユートピア形
成の作品だとするのである。
本論文を全体として見ると、論者の意図は、大江健三郎
の初期から後期までの作品に見られる、「狂気」から「救済」へ、というテ
l
マの流れに注目し、そのテ
l
マがどの
ように生じ どのように展開して結論に至ったかを、主要な作品に即して究明しようとするものであったと考えることができる。
こうした論者の意図は、本論文において、徹底した作品
分析による論証の綴密さ 分析方法 斬新さ、論点 一貫性、また日本語表現 的確 な に って、あざやかに実現されていると見ることができる。
結論として、本論文は、学位論文として適切かつ優秀な
ものと判断される。
以上が、審査報告である。
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